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第 15 回 小樽商科大学・北海道大学 応援交流新年会 2026 報告書 

2026 年 2 月 6 日 

文責 小西 一郎 

（商大応援団後援会） 

1. 1 次会 

（1）日 時  2026 年 2 月 3 日(火)18 時 30 分～20 時 30 分 

（2）会 場  三川屋会館 札幌 7 階 平安 

札幌市中央南 3 条西 5 丁目 17 番地  

（3）出席者 合計 44 名（小樽商科大学 28 名・北海道大学 16 名） 

 

2009（平成 21）年 1 月 24 日からの交流会も今回で 15 回目。今年の幹事は商大という

ことで、司会は小樽商科大学応援団後援会の小西一郎（昭和 57 年入学）が務めました。 

 

  
 開会の挨拶 商大応援団後援会 八尾会長       乾杯のご挨拶とご発声 北海道延齢会 千川会長 

開会の挨拶は、小樽商科大学応援団後援会の八尾稔啓会長（昭和 52 年入学）。続いて乾

杯のご挨拶とご発声は、北海道延齢会の千川浩治会長（昭和 40 年入学）。北大校歌「永遠

の幸」の歌詞「深雪
み ゆ き

を凌
しの

ぐ清き節操
み さ お

は 国を守る力なり」から、国を守る力は「節操」で

あり○○ファーストは戒められるべし、クラーク先生の私利私欲を捨てた高邁なアンビシ

ャスの教えから、自己の為ではなく周囲を盛り上げる応援の精神が重要であること、偉く

なるのは大いに結構、なれど「狙うのはいいが、ねだるのは此れ如何に」と述べられまし

た。最後に、生涯、野に在って教育者、憂国の士として活動した故郷紀州の僧、石田冷雲

の事績をご紹介下さいました。  
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暫しご歓談、各テーブルで両校交歓の輪が広がりました。 
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開宴後 40 分、スピーチタイム開始です。 

最初は商大応援団、6 名が登壇、自己紹介エールの後、各人が今年の抱負を述べました。

今年の札幌での対面式、商大は 112 代が取り仕切ります。 

 

  

商大 第 112 代参謀 一條 大輝      商大 第 112 代団長 久保 海音 

 

  

商大 第 111 代参謀 経森 悠生      商大 第 111 代団長 桑野 友希 

 

  

 商大 第 110 代団長 横本 新      商大 第 109 代団長 小笠原 廉 
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続いて北大応援団。今年の対面式団長の吉見空羽君初め 7 名が登壇、元気な声を響かせ

ました。 

 

  

北大 第 114 代ボロ羽織 令和 8 年対面式団長 吉見空羽   北大 第 114 代準幹部 神馬 真史 

 

  

北大 第 114 代準幹部 大島 渉    北大 第 114 代準幹部 鳩貝 猛斗 

 

  

北大 第 114 代準幹部  劉 浩甫   北大 第 114 代リーダー部長 笹岡 瑛人 
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北大 第 114 代団長 早坂 知夏 

穴沢商大学長からスピーチを頂きました。先生は 1989 年に商大にご着任、今年の 3 月末

で学長を退官されます。数少ない学長在任中の楽しい思い出として、昨夏の対面式で寶金

北大総長と観戦出来たことを挙げて下さいました。そして、式典中話題になりました「対

面式を無形文化財に」という考えを推し進めていくべく、此れからも尽力していきたいと

仰って下さいました。 

  

     商大学長 穴沢 眞       北大 大谷文昭先輩（昭和 43 年入学） 

 北海道延齢会代表幹事の大谷文昭先輩（昭和 43 年入学）がご登壇、手紙・年賀状の効

用について、デジタル化と AI の弊害並びに認知症が課題となって居る今こそ大事である

とのお話がありました。  

 

商大の島崎憲明先輩と北大の千川浩治先輩 
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 商大と北大、両校は長きに渡る友情で繋がって居ます。昭和 41 年札幌での対面式で共

に団長として臨んだ商大の島崎憲明先輩（昭和 40 年入学）と北大の千川浩治先輩（昭和

40 年入学）が登壇されました。島崎先輩からは、60 年に渡る友情故に北大の「校歌」や

「都ぞ弥生」は当然として「水産放浪歌」も唄えること、両校の女性団長について、高市

首相も誕生した様に、現在は女性活躍の時代であるとの認識が示されました。千川先輩も、

此の世は女性の方が多い、両校の応援団にも女性の力が必要と和して述べられました。 

 次はお待ちかねの水産放浪歌です。北大の押場昭人君（昭和 61 年入学）の口上の後、

全員で肩を組み力強く唄いました。 

  

北大 押場昭人君（昭和 61 年入学）の水産放浪歌 口上 

 

閉会の辞は、小樽商科大学応援団後援会の浅野百樹副会長（昭和 43 年入学）、いつもの

エスプリに富んだお話を展開、会場を沸かせ、賑々しく三本締めで締めて頂きました。 
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照明を落とし、一同大きな輪となって、北大「都ぞ弥生」と商大「若人逍遥の歌」を斉

唱、エールを交換しました。 
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最後に、両校仲良く記念の集合写真を撮りました。 
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2. 2次会 

（1）日時  2026 年 2 月 3 日(火)21 時 00 分～ 

（2）会場  怪物ランド 札幌市中央区南 6 条西 4 丁目 5 タカセビル 

（3）出席者 合計 11 名 （小樽商科大学 8 名・北海道大学 3 名） 

１次会終了後、商大の八尾、玉井、藤井、小西、寺井、横本、桑野、久保の 8名と、北大の小野

寺、早坂、笹岡の 3名がすすきのにある怪物ランドで 2次会を開催しました。 

●3 次会 

（1）日時  2026 年 2 月 3 日(火)23 時 00 分～ 

（2）会場  ラーメン山岡家 新すすきの店 

（3）出席者 合計 5 名 （小樽商科大学 4 名・北海道大学 1 名） 

 食欲旺盛な若人には酔後の食が必須！ということで、商大の小西と桑野、久保、北大の

早坂の 4 名で〆のラーメンと餃子を堪能、全員で夜半の雪中彷徨、塒を目指しました。 

 

以上 


